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2層型制振材料JIS化検討WGは 1998年 7月に第 1回WGを開催してから、 32回の討議を重ねて来

た。この間、主査であった山村氏や委員の贋瀬氏が業務上の理由からWGを離れられたが、新たに千葉

工大の鈴木先生にご参加頂き現在に至っている。現在、一応の J1 S化案ができつつあるが、さらに内

容の精査を進めて報告書に櫨め、 JIS化のための手続きについて研究する予定である。本稿では当 WG
で得られた、損失係数の計測方法に関する知見から興味のあるものを紹介する。
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1 .はじめに

2層型制振材料 JIS化検討W Gは、 “単体は

り"や“ 2層型(オバスト)はり"などの非拘束

型はりを対象に、より高い精度で損失係数を測

定する手法について検討してきた。各委員のご

努力で標準(JIS)化を目指し 32回の WGを開催し

て多くの成果を上げて来た。本稿ではその中で

も関心の高い項目を選び、以下紹介する。

①計測評価分科会の 3つのW Gと共同で実施し

た計測実験結果で、粘弾性試験装置の結果と本

振動試験結果の比較。

②損失係数算出に使う周波数応答関数(FRF)。

③損失係数算出における共振/反共振の意味。

2.計測静価分科会での共同作業1)

計測評価分科会の「勉強会 WGJr 2層型 WGJ r構
造物 WGJの連携作業として、材料の製作から制

振特性測定、構造体への適用評価を行なった。

[材料] 一般的な材料を使用

a)ポリ塩化ピ、ニル(PVC)

可塑剤(DOP)、充填材(CaC03)を添加

b)プチルゴム(IIR)

樹脂種(365，065)と補強剤(カーボン)を使用

[試験片] 2層型オバストはり

( L=260醐， W=10mm， t =1. Omm Fe & Al) 
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2. 1常温鼠験結果(金属験片)

測定結果を Fig.1に示す。データは全て中央

加振法(インピーダンス)、マスキャンセルあり

。

• PVCや IIRに混ぜる添加物による損失係数の

変化は、 PVCでは可塑剤 (DOP) を添加する事

で Tgが下がり、損失係数のピークが高域側に

シフトする。 PVCでの損失係数が常温で最大

となる条件はDOP=40，CaC03=150であった。
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2.2鼠厳片に起因するバラツキ結果

同じ仕様の試験片を注意して作成したが、制

振材の不均ーや剥離等のため損失係数が:!::10% 

程度ぱらついた。制振特性評価には複数サンプル

(最低3個)の測定が不可欠である。 Fig.2参照


